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秦野壷園問題

「
意
見
な
い
は
不
可
解
し

県
森
林
審
議
会
で
出
席
委
員

秦
野
市
渋
沢
の
▲
相
談
舟

山
南
面
区
級
に
計
卸
さ
れ

る
大
温
審
監
督

巡
り
、
今
年
受
用
の
県
森

林
審
議
会
で
県
が
豪
保

護
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
反
対

を
知
り
な
が
ら
「
特
投
の

意
見
が
な
い
」
と
の
毒

を
配
布
し
て
い
た
間
者

で
、
出
席
委
員
か
ら
「
意

見
が
な
い
と
い
う
の
は
不

可
解
」
と
の
声
が
上
が
っ

て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
住
民
グ
ル
ー
プ
「
渋

沢
丘
陵
を
考
え
る
会
」
（
日

置
乃
武
子
代
表
）
の
情
報

公
開
請
求
で
開
示
さ
れ
た

議
事
録
か
ら
明
ら
か
に
な

った。重
電
、
森
林
法
に

雷
そ
林
地
開
発
許
可
の

可
否
の
諮
問
を
受
け
て
開

か
れ
た
。
議
事
録
に
よ
る

と
、
こ
の
委
員
は
県
水
源

環
境
保
全
課
に
よ
る
配
布

資
料
の
説
明
の
後
、
「
地

域
社
会
と
の
会
意
形
成
が

必
要
と
い
う
を
し
ろ
に
、

特
段
の
意
見
が
な
い
と
い

う
回
答
を
い
た
だ
い
て
い

る
点
が
と
て
も
不
可
解
」

と
発
言
。
さ
ら
に
「
地
域

の
人
は
こ
う
な
ん
だ
と
い

う
詳
細
を
知
り
た
い
」
と

述
べ
た
。

蕃
議
会
長
で
議
長
を
務

め
る
宮
林
茂
幸
・
東
京
農

大
教
授
が
回
答
を
促
し
た

と
こ
ろ
、
同
課
の
担
当
者

は
、
市
が
周
辺
の
3
自
治

会
を
対
象
に
開
い
た
事
業

計
画
の
説
明
会
に
つ
い
て

「
二
つ
望
昌
会
か
ら
は

特
段
の
意
畠
は
な
か
っ

た
。
警
一
つ
の
自
治
会

か
ら
挙
が
っ
た
要
望
に
つ
・

い
て
は
、
事
業
者
が
全
面

的
に
の
む
形
で
協
議
が
整

っ
た
と
聞
い
て
い
る
」
と

だ
け
説
明
。
地
元
や
県
内

の
自
然
保
護
団
体
か
ら
反

対
が
起
き
て
い
る
こ
と
に

は
膏
及
心
な
か
っ
た
。
議

長
も
こ
こ
で
質
問
を
打
ち

切
っ
た
。

八
国
見
山
の
霊
寓
発

を
巡
っ
て
は
、
2
0
1
2

年
8
月
に
約
6
0
0
0
人

の
反
対
著
名
が
市
に
振
出

さ
れ
、
同
1
0
月
の
公
聴
会

で
は
1
0
人
の
公
述
人
全
員

が
反
対
意
見
を
述
べ
た
。

市
議
会
に
は
反
対
陳
情
が

出
さ
れ
、
県
に
も
霊
園
開

発
に
伴
う
要
求
書
が
提
出
、

さ
れ
て
い
る
。

【
高
橋
和
夫
】


